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14）マタニティヨガの周産期予後改善効果に関する

研究

　研究代表者　川西　康之

【目　的】　

　マタニティヨガ実践の効果について、海外からは周
産期予後と関連するとの報告がある。具体的には、ヨ
ガ実践群で対照群と比較し低出生体重児の割合が少な
いことや、早産の割合が少ないといった報告 1）、また
妊娠高血圧症候群、子宮内胎児発育遅延の予防効果が
あるとの報告 2）が認められるが、国内からはそのよ
うな報告は認められていない。日本人を対象として、
その実践により周産期予後が改善する可能性が本研究
により確認された場合、その積極的な介入により、さ
らに周産期予後を改善する効果が将来的に得られる可
能性がある。
　環境省が行っている「子どもの健康と環境に関する
全国調査」（以下エコチル調査）は、全国 10 万組の親
子を対象とし、胎児期から 13 歳になるまで子供の健
康状態を追跡し、妊娠中の環境要因が子どもたちの成
長・発達に与える影響を明らかにすることを目的とし
ている。現在旭川医科大学の産婦人科学講座、小児科
学講座、健康科学講座において北海道ユニットセン
ターの旭川地区を分担し研究を行っている。
　今回、エコチル調査北海道ユニットセンターにおい
て、マタニティヨガ実践妊婦の割合を疫学的に調査し、
エコチル全体調査で得られる周産期結果と連結させ、
その周産期予後への影響を明らかにすることを目的と
して調査を行う。

【方　法】

　本研究は「エコチル調査」北海道ユニットセンター
の独自追加調査として行っている。北海道ユニットセ
ンター参加者を対象に、マタニティヨガ実践について
出産後に自記式質問票調査を実施している。調査対象
をマタニティヨガ実践群と非実践群とに分け、エコチ
ル全体調査にて得られる周産期予後（出生体重、分娩
週数、子宮内胎児発育遅延、妊娠高血圧症候群といっ

た妊娠合併症の割合等）について検討し、その周産期
予後への影響を明らかにする事を予定している。

【結　果】

　エコチル全体調査における周産期データの固定が行
われていないため、周産期予後と連結させた解析は実
施できていないが、平成 26 年 10 月 17 日までに得ら
れた調査結果を以下に示す。
　エコチル調査北海道ユニットセンターにおいて、平
成 22 年 2 月 1 日より平成 26 年 5 月 31 日までに、合
計 8,362 名の参加者を得た。本研究では、平成 26 年 9
月 30 日までに出産が確認された妊婦 7,226 名に質問
票を配布、5,067 名より回答を得た（回答率 70.1％）。
そのうちデータ入力の完了した 4,635 名分の途中集計
結果を報告する。
　4,635 名のうち、「妊娠 15 週前後までにマタニティ
ヨガについて、やってみたいという気持ちはありまし
たか？」という質問に対し、3281 名（70.8％）が「あっ
た」と回答した。また、マタニティヨガを実践してい
たのは 958 名（20.7％）であった。学習方法としては、
582 名（60.9％）が指導者に習い、366 名（38.2％）が本・
DVD などによる自習をしたと回答した。平均実践週
数、一週間平均の実践回数、一回の平均実践時間はそ
れぞれ 12.6 ± 7.9 週間、2.1 ± 1.7 回 / 週、55.2 ± 29.9
分で、実践内容として身体運動、呼吸法、瞑想を行っ
た者は、934 名（97.5％）、797 名（83.2％）、405 名（42.3％）
であった。「マタニティヨガを経験して、今回出産さ
れたお子様に対し愛情が深まったと感じますか？」と
いう質問に対し、「はい」「どちらともいえない」「い
いえ」と回答した者はそれぞれ 353 名（36.8％）、514
名（53.7％）、84 名（8.8％）であった。

【考　察】

　マタニティヨガ実践者は 20.7％で、過去の途中集計
とほぼ同じ割合（20.2％：平成 25 年 10 月 18 日時点、
19.6％：平成 24 年 8 月 31 日時点）を示した。今後エ
コチル調査では参加者の全出産終了（平成 26 年末予
定）後に一部データ固定が予定されている。本研究で
は今後も調査を続け、固定後のデータと連結させ、マ
タニティヨガ実践による周産期予後への影響を解析し
ていく事を予定している。
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15）孤発性筋萎縮性側索硬化症における神経細胞死

のメカニズムの解析と新規治療薬の探索

研究代表者　澤田　　潤

【研究成果の概要】

[ 研究目的 ]

　孤発性筋萎縮性側索硬化症 (ALS) の脊髄運動ニュー
ロンでは、グルタミン酸受容体 (GluR) のうち AMPA

受容体のサブユニットである GluR2 のグルタミン (Q)/

アルギニン (R) 部位の RNA 編集率が疾患特異的・部
位選択的に低下していることが報告された。AMPA

受容体は 4 つのサブユニットからなる 4 量体で、そ
の構成サブユニットに少なくとも 1 つの編集型 GluR2
が存在しなければ、Ca2+ 流入が上昇し、細胞死に至
ることが知られている。従って、GluR2 Q/R 部位の
RNA 編集率の低下が ALS の運動ニューロン死の病態
へ深く関与していると考えられている。GluR2 Q/R 部
位の RNA 編集は主に、adenosine deaminase acting on 

RNA type 2 (ADAR2) によって行なわれ、ADAR2 活性
を上昇させる薬剤は ALS における運動ニューロン死
を阻止しうる可能性があると考えられる（図 1）。現
在まで、抗うつ薬が GluR サブユニットの遺伝子発現

量及び RNA 編集率を変化させることが報告されてい
る。そこで、GluR2 Q/R 部位の編集率測定系を確立し、
抗うつ薬を含めた複数の薬剤の同部位における RNA

編集率及び RNA 編集に関わる遺伝子の発現への影響
を検討し、ALS 治療薬となりうる薬剤のスクリーニ
ングをすることを目的とした。

［研究方法］

　スクリーニングに用いる培養細胞として、スプライ
シングが行なわれる前の GluR2 Q/R 部位のみを含む
ミニ遺伝子 (preGluR2) を HeLa 細胞に導入し、人為的
に同部位の RNA 編集率を 50% 程度に調節した Tet-on 

HeLa G2m 細胞を作成した（図 2）。抗うつ薬や降圧剤
や抗生剤、免疫抑制剤、抗てんかん薬などの複数の薬
剤を 10 μ M 以下の濃度で 24 時間負荷した。
　GluR2 RNA 編集率の測定に関して、薬剤負荷後、
培養細胞から total RNA を抽出し、逆転写反応によ
り cDNA を作製し、Nested PCR 法を用いて cDNA の
GluR2 Q/R 部位を含む領域を増幅させた後、DNA 精
製を行い、制限酵素 (BbV Ⅰ ) による酵素処理を行
なった。未編集型の GluR2 が存在する場合、編集型
GluR2 では出現しない切断断片が出現することを利用
し、その比を測定し、同部位の RNA 編集率を算出した。
　mRNA 発現量の測定に関して、GluR2 編集率の有
意な上昇を認めた薬剤に関して、Real-Time PCR 法に
よって、ADAR2 酵素活性を意味する基質に対する酵
素の相対発現量比として、ADAR2/preGluR2 比を測定
した。 
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